
農協と組合員をつなぐ広報誌
4
2022

Vol.531

JA中春別

未来牧場通信������������������������� 2～3
地域学校への乳製品配布　他�������������� 4
女性部総会　他�������������������������� 5
同志会からのお知らせ�������������������� 6
卒業式・卒園式����������������������� 7～9

営農対策情報����������������������� 10
別海高校活動報告������������������� 11
あぐり王国北海道NEXTからのお知らせ�12
生乳課情報������������������������� 13
組織構成図と職員配置図������������� 14
理事会・乳質乳価������������������� 15
組合員の広場����������������������� 16

Contents目 次

地域学
校に乳製品を配布しました。



2

㈱なかしゅんべつ未来牧場通信㈱なかしゅんべつ未来牧場通信

2なかしゅんべつ　2022（令和４）年４月号

　
酪
農
研
修
セ
ン
タ
ー
で
は
、
３
月

９
日
㈬
農
協
よ
り
相
澤
営
農
部
長
を

招
き
、
Ｊ
Ａ
中
春
別
に
お
け
る
新
規

就
農
に
至
る
ま
で
の
道
の
り
を
学
び

ま
し
た
。

　
こ
の
研
修
は
、
令
和
４
年
度
に
向

け
そ
れ
ぞ
れ
２
年
目
、
３
年
目
を
向

え
る
研
修
生
に
対
し
、
就
農
に
向
け

て
の
具
体
的
な
取
り
進
め
を
確
認
し
、

今
後
の
研
修
に
役
立
て
る
た
め
実
施

し
ま
し
た
。

　
講
習
で
は
相
澤
部
長
よ
り
、
Ｊ
Ａ

中
春
別
に
お
け
る
就
農
候
補
地
の
プ

ロ
セ
ス
、
就
農
候
補
者
の
認
定
、
就

農
方
式
、
新
規
就
農
支
援
事
業
の
説

明
が
あ
り
、
特
に
必
要
な
要
件
と
し

て
、
農
村
で
の
生
活
は
、
人
と
人
の

繋
が
り
を
重
ん
じ
る
た
め
、
仲
間
意

識
を
も
っ
て
関
わ
り
、
協
調
性
の
あ

る
人
を
入
植
さ
せ
る
事
に
な
り
ま
す

と
、
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
３
年
間
の
研
修
で
は
、
１
年
目
は

基
礎
研
修
、
２
年
目
以
降
は
応
用
研

修
と
現
地
農
家
研
修
に
取
り
組
み
、

３
年
目
に
は
い
よ
い
よ
就
農
に
向
け

具
体
的
な
取
り
進
め
に
入
り
ま
す
。

　
研
修
生
に
お
い
て
は
、
就
農
に
向

け
今
回
の
内
容
を
基
に
、
自
分
の
営

農
ス
タ
イ
ル
を
描
く
上
で
、
非
常
に

参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
就
農
候
補
地
に
見
合
っ

た
飼
養
体
系
、
投
資
額
、
償
還
方
法

等
、
具
体
的
な
方
策
を
、
農
協
営
農

部
担
当
者
と
連
携
し
な
が
ら
研
修
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

新
規
就
農
ま
で
の
道
の
り
を
学
ぶ
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　こんにちは、なかしゅんべつ未来牧場研修セン
ターの安田美琴です。この春で２年間の研修を終
え、感想と感謝を伝えたいので書かせていただき
ました。
　私は兵庫県の農業高校を卒業して、別海町に来
ました。小学５年生で漫画「銀の匙」を読んで衝
撃を受け、酪農の世界に興味を持ちました。都会
で育った私は家畜に触ったことはなく、高校で初
めて乳牛を見て、大きい体と丸っこい目がとても
可愛くて、一瞬で虜になりました。大学進学も考
えましたが、担任の先生から別海高校の農業特別
専攻科を紹介され、牧場で実習をしながら、学校
で酪農の専門知識を身に着けられることに魅力を
感じ、進学を決めました。兵庫から一人で北海道
に行くことは不安でしたが、当時は憧れていた念
願の北海道に行けることにワクワクしていました。
　いざ、学校での勉強と牧場での作業が始まると、
思っていた以上に大変で体はクタクタでした。朝
早くから起きて、搾乳、除糞、哺乳をして、終わ
ると眠気まなこをこすりながら運転して学校へ行
き、一日はあっという間に過ぎていきました。
　また、高校とは違い、仕事として見る酪農は時
に厳しく辛いものがありました。手塩にかけて管
理した牛の淘汰が決まった時や初めて見た安楽死
の現場はひどく心が痛みました。

未来牧場での研修をふりかえって 安　田　美　琴

　しかし、自分で発情を見つけたり、何か変化に
気づけたりすると嬉しく、確実に酪農の世界にハ
マっている自分がいました。
　また、この未来牧場は新規就農を目指している
方が研修する牧場のため、私はたくさんの夫婦に
挟まれながら作業をしました。
　大抵のことはセンター長に従って作業しますが、
色々な考えを持つ人がいるので、時に翻弄された
り刺激を受けました。時には、夫婦のため喧嘩の
仲裁に入ることも（笑）
　しかし、それ以上に切磋琢磨しながら一緒に作
業をする時間はとても楽しく、かけがえのないも
のとなりました。
　さらに、新規就農に向けて「酪農業を営む」た
めの知識を身に付けることができました。これは
未来牧場だからこそ学べたものだと思います。
　そして、私はこの春から日本農業新聞の根釧地
区を担当する記者になります。元々、執筆活動が
好きでいつか自分の言葉を通じて、酪農の現状や
魅力を伝えたいと考えていました。その夢に向け
た第一歩となる挑戦が始まろうとしています。未
来牧場で実際に現場を体験して培った知識や技術
を生かし、記者として酪農家さんやそれに関わる
全ての人の思いを伝えられるように頑張ります。
　最後にこれまで支えてくだった、友貞専務、北
田センター長、関わって下った全ての皆様に心か
ら感謝を申し上げます。北海道での生活が充実し
たものとなり、これからは道民として生きたい！
と思えたのは、皆様のおかげです。本当にありが
とうございました。
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当
農
協
で
は
生
乳
の
消
費
拡
大
を
目
的
と
し

て
、
地
域
の
保
育
園
・
小
学
校
・
中
学
校
に
通

う
子
ど
も
た
ち
と
教
職
員
を
対
象
に
「
飲
む

ヨ
ー
グ
ル
ト
」
と
「
さ
け
る
チ
ー
ズ
」
各
１
個

を
２
３
３
人
に
配
布
い
た
し
ま
し
た
。

　
処
理
不
可
能
乳
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
て
い
る

中
、
牛
乳
の
消
費
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、

乳
製
品
の
魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ
け
る
き
っ
か

け
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　令和３年度農村地域牛乳・乳製品需要拡大運動の取りまとめに、ご協力いただきありがとうござい
ました。
　青年部・女性部のお中元・お歳暮ギフト、需要拡大運動第１次～３次、雪印乳製品とりまとめを行
い、6,025,598円のご注文をいただき、令和２年度の実績である4,241,007円を大きく上回る結果
となりました。
　今年度以降も消費拡大をめざし、皆さまにお喜びいただけるように取り組んでいきますので、よろ
しくお願いします。

農村地域牛乳・乳製品需要拡大運動のお礼と結果報告
実績　6,025,598円

乳
製
品
の
配
布

地
域
小
・
中
学
校
・
保
育
園
へ
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　ＪＡ中春別では、下記の通り農業新聞や農業関係雑誌
の斡旋を行っております。
　購読をご希望の方はお気軽に営農振興課までご相談く
ださい。

◦日本農業新聞（紙版・WEB版）
◦全国農業新聞
◦家の光協会誌
　　家の光・地上・ちゃぐりん
　　家の光図書の購入、貸し出し
　　※金融窓口に本棚を設置しています。
◦デーリィマン
◦デーリィジャパン
◦農家の友
◦ホルスタイン・マガジン
◦酪農スピードNEWS（デジタル版）
◦全酪新報
◦現代農業

購読開始をご希望の方、現在購読中で中止をご希望する場合は下記連絡先までご連絡をお願いします。
ＪＡ中春別　営農部　営農振興課　TEL0153-76-2241

斡旋誌のご案内
斡 旋 誌 一 覧

　
中
春
別
農
協
女
性
部
（
南
澤
順
子
部

長
）
で
は
、
３
月
24
日
㈭
に
書
面
で
の

通
常
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
議

長
に
は
、
美
原
地
区
の
林
幸
枝
氏
が
選

出
さ
れ
、
採
決
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
１
号

　
令
和
３
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支

決
算
に
つ
い
て

議
案
第
２
号

　
令
和
４
年
度
事
業
計
画
（
案
）
並
び

に
収
支
予
算
（
案
）
に
つ
い
て

議
案
第
３
号

　
令
和
４
年
度
会
費
の
賦
課
並
び
に
徴

収
方
法
に
つ
い
て

議
案
第
４
号

　
規
約
改
正
に
つ

い
て

議
案
第
５
号

　
役
員
の
改
選
に

つ
い
て

　
以
上
議
案
第
１

号
か
ら
第
５
号
ま

で
全
て
可
決
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

部　
長　

南
　
澤
　
順
　
子

副
部
長　

上
　
田
　
弥
　
生

副
部
長　

原
　
内
　
友
　
子

理　
事　

山
　
本
　
ま
り
子

理　
事　

上
　
神
　
佳
代
子

理　
事　

齋
　
藤
　
道
　
子

監　
事　

遠
　
藤
　
美
奈
子

監　
事　

髙
　
野
　
佳
　
永

全議案が書面議決で可決承認されました

活動をピックアップ
　性部女 助け合い、支え合い、知恵を出し合い活動

Ｙｏｎｇ　ｗｏｍｅｎ' ｓ 　 Ｄ ｉ ｖ ｉ ｓ ｉ ｏ ｎ

通 常 総 会中春別農協女性部

　今年度の巡回ドックは８月25日㈭・26日㈮の２日間を予定しております。
　６月頃に農協よりお知らせをいたしますので、ご希望の方はお申し込みください。
　また、協会けんぽに加入されている皆さまは、巡回ドック申込時に令和４年度全
国健康保険協会管掌生活習慣病予防健診対象者一覧が必要となりますので、大切に
保管していただきますよう、よろしくお願いします。

巡回ドックのお知らせ 年に一回、健康づくり
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　中春別乳牛改良同志会（寺澤　佳吾会長）
では、昨年ご好評をいただいた絵画コンテス
トを皆様の声にお応えしまして再度開催する
運びとなりました！
　「絵画」というとなんだか敷居の高さを感
じてしまいますが、皆さんが楽しんで参加し
ていただけることを目的としています。参加
者全ての人に景品が当たりますのでお気軽に
ご応募ください！

①テ ー マ：牛
②画　　材：�自由（鉛筆、クレヨン、水彩絵具、油彩絵具など）
③様　　式：大きさ―Ａ４（２１０㎜×２９７㎜）もしくは、
　　　　　　　　　　Ａ３（２９７㎜×４２０㎜）に限る
　　　　　　用　紙―ご自宅にある画用紙
　　　　　　※�指定の大きさ以外の作品は審査対象外になります。
④応募方法：�ご自宅にある画用紙の裏面に下記内容をご記入の上ご応募ください。（額装

の必要はありません）
　　　　　　�「氏名」「年齢」「性別」「住所」「電話番号」「作品名」
⑤送 付 先：〒086-0652�野付郡別海町中春別南町３番地
　　　　　　JA中春別　畜産課　宛て

①�審査について：�中春別乳牛改良同志会役員が審査いたします。（出品者名はすべて伏せ
て行います）

②�発表について：令和４年７月号の本誌にて発表いたします。
③作品の紹介につ�いて：ご応募いただいた作品は、本紙に掲載並びに、ＪＡに展示させて

いただきます。

※�お送りいただいた作品を展示後、返却をご希望される方は畜産課までご連絡ください。

中春別乳牛改良同志会

応募対象

審査・発表について

作品について

18歳まで
令和４年５月31日㈫まで

募集期間

絵画コンテスト



7 なかしゅんべつ　2022（令和４）年４月号

　
中
春
別
保
育
園
で
３
月
26

日
㈯
、
卒
園
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

11
人
の
園
児
が
入
場
し
、

園
長
先
生
か
ら
一
人
ひ
と
り

に
卒
園
証
書
が
手
渡
さ
れ
、

園
児
か
ら
、
お
世
話
に
な
っ

た
先
生
、
保
護
者
に
感
謝
の

言
葉
を
伝
え
ま
し
た
。

　
園
長
先
生
か
ら
は
「
失
敗

を
恐
れ
ず
何
に
で
も
挑
戦
し

て
、
楽
し
い
小
学
校
生
活
を

送
っ
て
く
だ
さ
い
。
先
生
た

ち
は
ど
こ
に
居
て
も
い
つ
ま

で
も
皆
さ
ん
を
応
援
し
て
い

ま
す
か
ら
ね
。」
と
エ
ー
ル

が
送
ら
れ
ま
し
た
。
最
後
に

「
は
じ
め
の
い
っ
ぽ
」
を
卒

園
児
が
元
気
に
歌
い
ま
し
た
。

保
育
園
で
の
思
い
出
を
こ
れ

か
ら
も
大
切
に
、
小
学
校
で

も
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
つ

く
っ
て
く
だ
さ
い
。

中
春
別
保
育
園

卒
園
式

春
か
ら
は
ラ
ン
ド
セ
ル
、卒
園
お
め
で
と
う
。
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中
春
別
小
学
校
で
は
３

月
18
日
㈮
に
卒
業
証
書
授

与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
校
歌
を
静
聴
し
、
校
長

先
生
か
ら
児
童
一
人
ひ
と

り
に
卒
業
証
書
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

　
学
校
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
、
た
く
ま
し
く
成
長
し

た
18
人
の
中
春
っ
子
。
在

校
生
・
保
護
者
が
見
守
る

中
、
卒
業
生
か
ら
お
別
れ

の
言
葉
を
送
り
、
こ
れ
ま

で
の
楽
し
か
っ
た
学
校
生

活
を
胸
に
、
学
び
舎
を
後

に
し
ま
し
た
。

　

中
学
生
に
な
っ
て
も
、

勉
強
に
部
活
動
な
ど
そ
れ

ぞ
れ
の
目
標
に
向
か
っ
て

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
ご

卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

６
年
間
の
思
い
出
を
胸
に
、新
た
な
一
歩

卒
業
式

中
春
別
小
学
校
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３
月
10
日
㈭
、
11
人
の
生
徒
が
中
春
別
中
学

校
を
卒
業
し
ま
し
た
。

　
卒
業
生
代
表
の
答
辞
で
は
、
お
世
話
に
な
っ

た
先
生
や
保
護
者
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
が
込
め

ら
れ
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
、
学
校
生
活
や
入
試
な
ど
不

安
な
時
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
11
人
で
卒

業
式
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
義
務
教
育
を
終
了
し
、
春
か
ら
は
新
し
い
制

服
を
着
て
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
歩
み
ま
す
。
た
く

さ
ん
の
思
い
出
を
胸
に
、
新
生
活
を
楽
し
ん
で

く
だ
さ
い
。
ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
道
へ
、思
い
出
が
詰
ま
っ
た
学
び
舎
を
巣
立
つ

卒
業
式

中
春
別
中
学
校
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営農対策情報
根室農業改良普及センター 育成牛をしっかり馴

じゅん

致
ち

しよう

　馴致とは、なれなじませることです。育成牛のうちから、人、エサ、牛、環境、施設等への馴致をし、
覚えてなれさせておくことで、飼養管理が楽に効率的になります。馴致が必要なことは、多岐にわたりま
す。今回は生育ステージ毎の馴致と具体例として連動スタンチョンの馴致についてご紹介します。

 １　ほ乳期（飼料・群）
　ほ乳期は、牛にとって初めての事ばかりです。人工乳（スターター）等の
飼料も、給与されたらすぐに食べられるというものではありません。次の生
育ステージで給与する飼料を少量給与しながら、場合によっては口元に運び
食べさせる行為を継続し馴致していきましょう。
　また群管理にも馴らしていく必要があります。個体管理をしていた牛は、
集団生活に馴れていないので、はじめて群管理をする場合は、似たような月
齢・体格の牛で少頭数（３～５頭）の群を構成して馴致を行うと良いでしょう。

 ２　育成期（施設）
　牛を新しい環境に移動した時に、施設に馴れていない故の挟まれ
事故や、嫌がって入らない等のトラブルを起こすことがあります。
　スタンチョンへの繋留、ウォーターカップからの飲水などは、使
い方を牛に覚えさせる馴致が必要になります。ここでは、連動スタ
ンチョンへの馴致を紹介します。
○連動スタンチョンへの馴致
　牛が連動スタンチョンを嫌がる場合、以下の様な嫌な経験をして
いる事が多いです。
　　①　本来頭を入れる場所ではない隙間等に頭を入れて抜けなくなる
　　②　�連動スタンチョンから頭を抜くときは一度頭を持ち上なければならないが、それを覚えていないう

ちに頭を持ち上げずに真後ろに下がったため、バーが解放されずに頭がひっかかって抜けなくなる
　連動スタンチョンに馴致するには、施設内の子牛が頭を入れやすそうな隙間を塞ぐことと、連動スタン
チョンから頭を抜く方法を覚えさせることが重要です。

連動スタンチョンに対して１週間で馴致するスケジュール（例）
　1～２日目　： 連動スタンチョンで、１日３回人工乳を給与する。スタンチョンのロックはかけず、
子牛が自由に頭を出し入れできるようにする。挟まる牛がいないか確認し、１回の給餌は30分以内に
する。給餌終了後に残餌を処分し、スタンチョンをロックし子牛が入らないようにする。
　3～4日目　：スタンチョンに馴れた牛には、ロックをかけて様子を見る。馴れない牛は、頭を上に
上げてスタンチョンから頭を出す練習をさせるために、採食中にそっと近づき、頭をスタンチョンか
ら出させ、そっと離れて、再び頭をスタンチョンに入れさせるという作業を繰り返し馴らしていく。
　5～6日目　：スタンチョンに馴れにくい子牛に対しても、ロックをかけてためす。一度ロックをか
けて子牛が落ち着いている内にロックを解放し、子牛の頭を一度外に出させる。そっと離れて、また
頭をスタンチョンに入れさせ、ロックをかける作業を何回か繰り返し馴らす。
　7日目　：全頭にスタンチョンのロックを行う。まだ馴れていない牛には、前日と同様の練習をさせる。
ほとんどの子牛が７日間のスタンチョン馴致で、スタンチョンに入れるようになる。

　少しずつ経験させて馴致を行い、牛も人もストレスの少ない飼養環境を実現させましょう。

写真　施設やパドックへの馴致を考慮した
育成舎（株式会社mosir 別海町中西別）
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北海道別海高等学校
酪農経営科･専攻科だより酪農経営科･専攻科だより

なかしゅんべつ　2022（令和４）年４月号

●【専攻科】特別教育活動③―――――――
　２月25日㈮に送別
激励会を実施しました。
修了式を間近に控えた
２年目学生に向け、１
年目学生が学校生活を
振り返るゲームやス
ライドショーを上映し、
思い出話に花を咲かせ
ました。今後酪農を担っていく学生達へのよい思い
出になったと思います。
●【専攻科】基礎研究活動発表会―――――
　２月25日㈮、５名の学生がスライドを作成し、
１年間の調査結果や考察、課題を発表しました。
　基礎研究活動では、１年目学生が酪農経営の基礎
を学ぶことを目的に、自家や研修先の乳生産や繁殖
状況調査、飼料や採草地の土壌分析等のデータを収
集、経営状況を把握し、
その結果に基づいて２
年目の修了研究で経営
改善に取り組みます。
　学生それぞれの視点
で経営を分析・考察し、
課題を見つけ出してい
ました。
●【専攻科】修了証書授与式挙行―――――
　３月１日㈫専攻科ゼ
ミ室において、第49
回農業特別専攻科修了
証書授与式が挙行され
ました。今年度の修了
生３名は、例年にも増
して酪農について熱心
に取り組む学生でした。
３名のうち２名は別海
町と浜中町で自家牧場に入り、１名は農業記者とし
て新しい道を目指します。彼らが無事修了を迎える
ことができたのも地域の皆様、関係機関のご理解と
ご協力あってのことです。この場をお借りして感謝
申し上げます。
●【専攻科】修了研究活動にむけて――――
　３月10日㈭、１年
目学生が次年度おこな
う修了研究活動や調査
方法を相談するために、
根室農業改良普及セン
ターに伺い、自家の採
草地改良と子牛の育成
について、齋藤地域第
一係長と伊藤普及指導員にご教示いただきました。
　学生から「親切に多くの専門的なアドバイスをい
ただき、自信をもって４月からの実験をおこなえま
す」などの感想が寄せられました。

●【酪農経営科】卒業証書授与式および　　
　農業クラブOB会入会式 ―――――――
　３月１日㈫に令和
３年度の卒業式が本
校体育館で挙行され
ました。在校生は教室
でオンライン配信に
よって卒業式に参加
しました。
　94名の卒業生はコ
ロナ禍にあっても、努力を重ねてそれぞれの進路実
現を果たしました。
　終了後に農業クラブＯＢ会入会式が行われ、今年
度の卒業生７名が新たにＯＢ会に入会しました。新
会員を代表して穴吹威織君が「今年度はコロナ禍に
あっても、東北海道実績発表大会の当番校としてク
ラブ員とともに準備から運営までを協力して行うこ
とができた。酪農経営科としても大きな経験であり、
このように活動できたことは、地域のみなさんや諸
先輩方の支援のおかげです」と感謝を述べ、さらに、

「今後は私たちが後輩に対して支援していきたい。」
と決意を表明しました。
　なお、今年度の卒業式における表彰者は次のとお
りです。

（公）産業教育振興中央会御下賜金記念優秀卒業生
　　　宮　城　隆　也
全国農業高等学校長協会賞
　　　佐々木　海　斗
（公）栗林育英学術財団研練褒賞
　　　内　藤　羅　依
日本学校農業クラブ北海道連盟農業クラブ員表彰
　　　穴　吹　威　織

●【酪農経営科】
　別海町立上西春別小学校との連携事業―
　３月９日㈬に別海
町立上西春別小学校
３年生との連携事業
を行いました。
　酪農経営科の１・２
年生の４つの研究班
の生徒たちが酪農や
乳牛、乳製品について
ＺＯＯＭを使って説明しました。
　質疑応答では、小学生から学校生活や実習につい
て、研究をしていて役に立ったことはあるかなど、
とても熱心な質問がありました。高校生にとっても
社会性や指導性を高めるよい機会となりました。

4 月
号

農クＯＢ会入会式の様子

特別教育活動の様子

第48回修了証書授与式

小学生に説明している様子

基礎研究活動発表会

相談の様子
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大竹彩加アナが、夕方の搾乳現場

を生中継でリポートしました。

大竹アナは搾りたての生乳の美味

しさに感動！

牧場の方によると、寒い時期の牛

乳はとても濃くて美味しいのだとか。

搾乳現場から生中継
森 結有花アナが、新しい牛乳の飲み方を徹底研究。

十数種類の組み合わせの中から森崎リーダーが選んだ

“おすすめの一杯”は、

なんと、「サイダー牛乳」！

牛乳飲み方研究会

オススメの割合はサイダー３：牛乳７

番組史上初の試みとなる視聴者生電話コーナーも実

施！見事クイズに正解された方には、豪華乳製品セット

をプレゼントしました♪

視聴者生電話！酪農クイズ

放送内容を振り返り！放送内容を振り返り！放送内容を振り返り！

～4月の放送予定 ～

※ 放送内容は変更になる
可能性があります。

北海道各地のＪＡオリジナ
ルカレー…。その中から、
あぐり王国でＮo.１カレー
を決定します！

ご当地ＪＡカレー１
グランプリを開催！！

ＪＡグループ北海道が提供する ＨＢＣテレビ「あぐり王国北海道ＮＥＸＴ」
では、春休み期間の生乳の消費拡大を目指して、
令和４年3月12日(土)に 生放送スペシャルでお届けしました！

牛乳でカンパイ！

出演者と視

聴者の皆さん

と ともに

牛乳で乾杯！

意外な組み合わせかも

しれませんが、クリーム

ソーダのような味わい

でした！

番組の最後

には、全道の

酪農家さんと

乳牛に感謝を

こめて

皆さんも

牛乳・乳製品を飲んで食べて、

北海道の酪農を応援しましょう！
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凡例：■50.5万以上　■40.5～50.4　■30.5～40.4　■30.4万以下

生乳汚染事故を無くそう！

良質生乳生産推進委員からの標語

生乳課 情報

なかしゅんべつ　2022（令和４）年４月号
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96.6%96.6% 99.6%99.6%
86.0%86.0% 87.2%87.2% 84.9%84.9%

99.1%99.1%

99.6%99.6% 99.3%99.3% 92.8%92.8% 87.7%87.7% 88.2%88.2%
79.0%79.0%

92.5%92.5%
79.7%79.7%

95.9%95.9% 88.9%88.9% 94.8%94.8%

91.4%91.4% 91.3%91.3% 91.7%91.7% 91.4%91.4%

北　区 中央区 東　区 西　区 南　一 南　二
0.1% 0.0% 1.5% 1.3% 0.9% 0.0%
0.5% 0.0% 4.4% 2.8% 2.7% 0.2%
2.8% 0.4% 8.1% 8.7% 11.5% 0.7%
96.6% 99.6% 86.0% 87.2% 84.9% 99.1%

中春別 平　糸 菊　水 春　別 富　岡 平　成
0.0% 0.2% 0.1% 0.4% 0.4% 1.2%
0.0% 0.1% 0.7% 2.4% 2.6% 4.6%
0.4% 0.4% 6.4% 9.5% 8.8% 15.2%
99.6% 99.3% 92.8% 87.7% 88.2% 79.0%

よつ葉 まきばの丘 緑　進 みどりの里 新　酪
0.0% 0.9% 0.3% 0.4% 0.0%
1.4% 3.7% 0.4% 2.1% 0.5%
6.1% 15.7% 3.4% 8.6% 4.7%
92.5% 79.7% 95.9% 88.9% 94.8%

豊原地区 美原地区 中春別地区 3地区合計
0.7% 0.3% 0.4% 0.4%
2.0% 1.4% 1.6% 1.7%
5.9% 7.0% 6.3% 6.5%
91.4% 91.3% 91.7% 91.4%

中春別地区毎日体細胞（4～3月） 令和3年度地区集計（4～3月）

豊原地区毎日体細胞（4～3月）

しっかり点検！しっかり点検！
しっかり確認！しっかり確認！
より良い生乳生産を!!より良い生乳生産を!!

美原地区毎日体細胞（4～3月）

令和４年３月31日現在 JA中春別発生 管内合計件数

抗菌性物質混入事故 4 件 9 件

生菌による汚染事故 0�件 1 件
異物混入、加水、血乳に
よる汚染事故 0�件 3 件
異臭、異常風味による
汚染事故 0�件 2�件
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２月乳質乳価一覧表 ２月生乳受託実績表
単　価
（円）

算 出 基 礎
（㎏）

支払乳価
（円）

前年同期
（円）

差
（円）

乳 脂 肪 分 938.338 38.79 38.95 -0.16
無 脂 乳 固 形 分 593.660 52.71 53.69 -0.98
生 産 者 補 給 金 6.5921 6.59 6.59 0.00
集 送 乳 調 整 金 2.0670 2.07 2.01 0.06
補 給 金 合 計 8.6591 8.66 8.60 0.06

乳　
質　
単　
価

生 菌 数
ランク1 　２ 311,448,789.5

3.77 3.74 0.03

ランク2 　０ 9,164,996.0
ランク3 －３ 108,437.7

体細胞数
ランク1 　２ 288,423,197.9
ランク2 　１ 16,538,070.5
ランク3 －２ 3,624,393.5

合　　　　　計 103.93 104.98 -1.05

項　　　目 単価（円）／（㎏）％
乳 脂 肪 分 ① 38円79銭
無 脂 乳 固 形 分 ② 52円71銭
生 産 者 補 給 金 ③ 6円59銭
集 送 乳 調 整 金 ④ 2円07銭

脂 肪 率 全道 4.13％
農協 4.22％

無 脂 固
形 分 率

全道 8.88％
農協 8.83％

成 分 乳 価
（①+②+③+④=⑤）

全道 100円16銭
農協 100円63銭

乳質乳価⑥ 全道 3円77銭
農協 3円68銭

乳 代 合 計
⑤+⑥

全道 103円93銭
農協 104円31銭
差異 0円38銭

 議　　案 １　学識経験理事並びに員外監事選任に係る理事会推薦について

第13回 理事会の動き 令和４年３月15日㈫

第14回 理事会の動き 令和４年３月29日㈫

 報告事項 
１　組合員の加入について
２　組合員の脱退について
３　令和３年度12月末定期監査報告書について
４　 令和４年度理事報酬額の諮問に対する答申について
５　令和３年度２月末基準決算見通しについて
６　試採用辞令の発令について
７　個人情報内部監査報告について
８　 令和３年度草地整備促進支援事業に係る利子助成に

ついて
９　 令和３年度生産性向上整備事業に係る助成金の支出

について
10　令和３年度２月末営農関連実績について
11　 令和３年度北海道農業公社リフレッシュ事業に係る

自己負担金の精算について
12　 令和３年度畜産担い手育成総合整備事業（再編整備

事業）に係る自己負担金の精算について
13　 処理不可能乳発生回避に向けたＪミルク「緊急酪農

生産基盤堅持対策事業」及び生乳安定生産対策事業
を活用した「北海道独自対策」の実施について

 議　　案 
１　令和４年度役員との取引基準について
２　 令和４年度役員賠償責任保険契約の締結について
３　固定資産の取得について
４　準職員就業規則の一部改正について
５　育児および介護休業規程の一部改正について
６　令和４年度貸付金利率の最高限度率について

７　令和４年度信用供与等限度額設定について
８　取引リスク評価書の変更について
９　令和４年度飼料奨励実施要領（案）について
10　 令和４年度生産性向上整備事業実施要領(案)に

ついて
11　 令和４営農年度財産造成に伴う資金の貸付につ

いて
12　 糞尿利活用草地整備改良事業実施要綱（案）につ

いて
13　 令和４～７年度畜産担い手育成総合整備事業

（再編整備事業豊原地区）の実施について
14　 令和４年度畜産担い手育成総合整備事業（新酪

中春別地区）の実施について
15　 令和４～８年度草地畜産基盤整備事業（美原地

区）の実施について
16　 令和４年度草地難防除雑草駆除技術実証事業に

係る事業計画について
17　 令和４年度自給飼料生産性向上対策事業の実施

について
18　 令和４年度（前期）ＪＡ中春別選定種雄牛（案）に

ついて
19　令和４年度給与表について
20　 令和３年度期末賞与の支給について
21　 令和４度職員給与の定期昇給について
 協議事項 
１　 地区別組合員懇談会の意見集約について
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　「
同
志
会
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
応
募
い
た

だ
い
た
作
品
の
ご
紹
介
を
し
ま
す
。

組合員の広場では、習字や俳句、短歌、絵画、写真など多数の作品を募集しております。
営農振興課�原内までお気軽にご連絡ください。

高橋 りささん（７才）

たかの ななみさん（５才）

　令和３年４月号から広報誌をリニューアルして、今月号で丸１年となり
ました。これからも農協と組合員をつなぐ広報誌として、より良い紙面づ
くりに励んでまいります。
　また、これから季節の変わり目となりますので、体調管理には十分にお
気を付けください。〔原内〕
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